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今金町民憲章

。民主主義lニ徹 して生活を合理化Lて近代的な町にいたしましょう。

O 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしま Lょう。

o 線障をみがき澄機的開発に努め畳かな町にいたしましょう。

O 融葺をたかめ楽し〈生，舌できる平和な町にいた しましょう 。

制定昭和42'手10月 1目
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ー
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

j

総
合
福
祉
施
設
の

概
要
ま
と
ま
る

ー=己孟
1階平面図

1.993.69m' 
2階平面図

2，199.91 m' 
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平
成

9
年
度

開
設
め
ざ
す

今
金
町
は
西
岡
山
2
0
0
0
年
に
は

4
人
に
1
人
が
侃
歳
以
上
町
高
齢
者

と
い
う
人
口
比
率
に
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
、
民
間
で
は
実
就
労
人
口
の

減
少
に
よ
る
扇
用
や
後
継
者
不
在
な

ど
に
よ
る
産
業
構
造
的
変
化
、
行
政

で
は
税
収
の
減
少
、
医
療
費

・
介
謎

費
用
の
増
大
に
よ
る
行
政
負
担
、
そ

れ
に
伴
う
受
益
者
の
負
担
地
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
彬
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
向
人
口
数
か
ら
絶
対
的
に

施
設
が
不
足
す
る
卒
は
明
ら
か
で
あ

り
、
病
院
老
人
ホ
ム
な
ど
施
設

中
心
的
医
療
初
制
に
限
界
が
き
ま
す

し
、
ど
う
し
て
も
夜
宅
で
家
族
的
介

護
の
下
に
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

う
け
て
い
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。

将
来
に
向
か

っ
て
の
悶
齢
者
相
祉

対
策
と
し
て
、
地
殻
中
心
か
ら
在
宅

中
心
の
支
援
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
め

き
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
方

針
を
持
ち
な
が
ら
必
嬰
と
さ
れ
る
施

設
監
備
と
し
て
「
総
合
福
祉
施
設
」

を
盤
備
す
る
も
の
で
、
こ
の
た
び
施

設
の
実
施
設
計
が
ま
と
ま
り
、
平
成

7

8

年
度
趨
段
、
平
成
9
年
度
開

般
を
め
ざ
し
ま
す
。f雪雪刊士:径宅軒介 掴ンヲチ一

目附ピ町口悶テ日-→シ
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今金町総合福祉施設
本今金町総合福祉施設事業内容

総合福祉施設 (デイサ ピスセンタ一、在宅介滋

支扱セ ン夕 、へJレパーステーンョン 給食サービ

スステーション、老人保健施設、市町村保健セ ンタ

一、訪問看護ステーンヨンに一部国保病院施設を含

めた保健医療福祉施設を合築した飯合施設)

総面積 4.739m'構造 RC一部 3階建て

総
合
福
祉
施
設

の

概

要

総
合
福
祉
施
設
は
、
病
院
と
老
人

ホ
l
ム
町
中
間
施
設
で
家
庭
へ
の
復

帰
の
た
め
の
医
療
と
日
常
サ
ー
ビ
ス

的
問
方
向
提
供
を
受
け
ら
れ
る
的
床

の
「
老
人
保
健
施
設
」
を
中
心
に
‘

7
地
訟
を
合
築
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
地
設

機
能
及
び
聡
只
を

一
元
化
し
た
尚
齢

者
向
支
援
ン
ス
テ
ム
を
め
ざ
す
も
の

で
、
設
置
場
所
は
医
療
施
設
と
医
療

ス
タ
y
フ
と
の
連
携
が
容
易
な
国
保

病
院
と
の
併
設
で
す
。

施
設
は

R
C
一
部
3
階
建
て
で
、

• • 
】ー

-利用対象者

拍宅の寝たきり、介護を要する挽1呆、疾病等による虚弱など身体上又は精神上的障害のため日常生

活を包むのに支障があるおおむね65歳以上の日齢者 (65歳末ii:r.j内初老mJ痴呆に該当する人も含む)及

び身体障害者であ って 、身体がJ.;ffi. ~hJ 又は寝たきり等のために日市生活を営む町に支町がある人。

写保ー

/ 
/ 

/ 

ぷ，

〆セ，

戸

ど

的

在宅での寝たきり老人及び要介護」主人を抱え背労されている家政に対し、身近なrfrてい気軽に専門的

知棋や技術を必裂とする在宅介護に闘する相談やす行持及び町内窓口に行かなくても保健福祉のサービ

スが受けられる綴例措して在宅介秘的支援を行う 。

-目

建設抱般名 慨 要 定只

デイサ ピスセンタ
，0(基本事..λ柿...崎貴..，

組助1"5名. 98 1 ι7 ，~ 

在宅介謹主揖センタ 144.60m' 

ヘル"ースアーション 99，15m' 

結立サ ピスステーンヨン 99.32m' 予定6n07aR1 

市町村保瞳センター
563.57"，' 

老 人蝿瞳施置 { 圏在宅'^恒則λ肩車寓伺用有叩 I

801米2.712.80m' 

勧問看睡ステーンョン
58.10m' 

国保病院抽置
79.80m' 

合 計 4，?39.00m' 
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総
面
積
4
7
3
9
4町
で

0
1
階
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

在
宅
介
総
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
‘
給
食
サ
ー
ビ
ス

ス
テ

l
ン
ョ
ン
、
市
町
村
保
健
セ
ン

タ
1

0
2
階
老
人
保
健
施
設
、
訪
問
看

路
ス
テ
ー

ン
ョ
ン

0
3
階
会
談
室
、
レ
ク
リ
エ
ン

ョ
ン

創
作
室
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
は
、
今
金
町
は
も

と
よ
り
、
大
成
町

瀬
棚
町

・
北
楠

山
町
を
含
め
て
の
広
域
的
な
考
え
で

高
齢
社
会
対
策
の
一
翼
を
担
う
も
の

で
、
他
的

6
施
訟
も
将
来
的
な
利
用

を
見
す
え
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

的・IJ町民の健康づくりを推進するため、 健康相談 健康教育、他康診査等の対人保健サービスを総合

的に行う拠点とするとともに、町民的自主的な保健活動的坊に資することを目的とする。

- 老人訪問看護は、疾病等で長期的臥者となっている在宅療旋者の生活を可能とするため有税姉i等
を i)~ ;nして 、日常生活能力的維持回復や介識者に対しての;C-iìm技術指導等を行い、住み慣れた家庭

で家放や地域の方々の支援を受け療養て凶きることを目指す。

ヨ〒喰互

的

-目

-目

3 
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80名)老人保健施設(利用定員

-利用対象者

5. 
山
火
事
を
な
く
そ
う

①他人的介助がなければ食事ができない状態。

②他人の介助がなければ排池ができない状態。文はおむつを使用しなければならない状態。

③他人的介助がなければ衣服う首脱ができない状態。

④他人の介助がなければ入浴ができない状態。
@ • 

林
野
火
災
予
消
防
対
策
協
議
会
開
催

今
金
地
区
林
野
火
災
予
消
防
対
策

協
議
会
が

4
月
日
目
、
今
金
消
防
2

階
会
議
室
で
開
か
れ
、
山
菜
採
り
や

魚
つ
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
入
林
入

山
者
に
対
し
、
林
内
で
の
火
気
取
り

扱
い
に
つ
い
て
注
誌
や
防
止
を
呼

び
か
け
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。

町
営
林
署
森
林
組
合
な
ど
関

係
者
ぬ
名
が
出
席
し
て
今
年
度
内
林

野
火
災
予
消
防
実
施
期
間
を
5
月

1

日
1
6
丹
羽
田
ま
で
と
し
、
期
間
中

の
啓
発
活
動
や
火
入
れ
対
策
、
入
林

入
山
者
対
策
な
ど
を
話
し
あ
い
ま
し

丈こ。
平成7年度今金地巨林野火虫予消防対策協擁会故

今
野
偉
氏

正
六
位
授
与

さ
れ
る

平
成
7
年
2
月
4
日
に
こ
逝
去

さ
れ
た
元
今
金
町
議
会
議
長
今
野

僻
氏
に
国
の
栄
典
の
ひ
と
つ
で
あ

る
叙
位
叙
勲
の
正
六
位
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

3
月
払
日
に
河
村
柏
山
支
庁
地

方
部
長
か
ら
こ
泣
放
に
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

4
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

寄
贈 新

入
生
を
葉
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
H

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
年
、
新
l
年
生
に
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
パ

(通
学
院
筈
保
険
付
)
を

寄
贈
し
て
い
ま
す
。

愛と希望のシンボル

愛指令人形を

おくる//

h
F
愛
の
鈴
寄
贈

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
に

役
立
て
て
と
、
商
工
会
婦
人
部
で
は

手
づ
く
り
の
鈴
を
寄
贈
し
て
く
れ
ま

し
た
。

• • 

国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
申
請
を

受
付
け
て
い
ま
す

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
ま
っ

た
く
収
入
の
な
い
方
あ
る
い
は
家

計
が
苦
し
く
て
保
険
料
を
納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
の
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
申
前
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

免
除
申
訪
を
し
な
い
で
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と

..免除|こは次の2種類があります ..

吋

O病弱な寝たきり老人

O病弱てー寝たきりに準ずる状態にある老人

O痴呆性老人

O初老邦l痴呆により痴呆の状態にある者

官 「病弱J とは、高 11礼圧性疾，Il~ 、脳血管疾忠後泣症などで病状が安定しており入院による治療を必要

としないが、医学的管理が必要な状態。

1:< r寝たきり J とは、ベソド上てザ〉起坐や坐位保持が自力でできない状態。

古「寝たきりに準ずる」 とは、屋内てず〉歩行が困難な者及び屋内での歩行が困難であるが下記項目的

うち 2項目以上に該当する者。

法

が
防

と

予

こ

い

る

ら

取
み
J

助

き

受

扶

と

を

活

る

金

生

い

年

る

て

筈

よ
け
障

に
、
ヲ
町

法

を

金

)

諮

助

年

み

保

扶

者

の

活

活

用

級

生

生

被

2

・
の

1

金

1

年

(

h
F
礎

き

帳
脳
'
基

と

閉
山
箇

筈

る

圃
酒
圃

障

き

圃
司
司

'
で

d
E'
u司

令

4

-'=-
届け出れば保険料が免除されます

1.所得がないと き

2.地方税法上の障害者、または寡婦で年間

所得が一定以下のとき。

3 その他保険料を納付することが困難な特別の理由がある

とき。

..免除された期間の扱いは次のようになります..

~I 

申請して承認を受けると、保険料が免除 さ れ ま す

す中まれH
C
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4
イ
エ
ロ
ー
パ
ラ
ソ
ル

寄
贈

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
共
同

募
金
の
一
部
を
活
用
し
て
新
入
生

に
黄
色
い
カ
サ
を
寄
婚
し
ま
し
た
。

町
内
の
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
愛
指

令
の
会
で
は
、
オ
モ
チ
ャ
の
兵
隊
を

型
ど
っ
た
愛
指
令
人
形
を
作
成
し
て

保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
を
卒
図
す
る

児
童
に
愛
と
希
望
の
象
徴
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
形
は
こ
と
よ
き
玩
具
に
依

頼
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、

3
月
お

日
に
は
小
百
合
保
育
園
を
3
名
の
メ

ン
バ
ー
が
訪
れ
、

一
人
ひ
と
り
に
手

渡
し
ま
し
た
。

同
会
内
願
い
ど
お
り
町
内
将
来
を

担
う
希
望
の
星
と
し
て
益
々
の
成
長

を
祈
り
ま
す
。

将
来
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ

、
。

し

町
民
福
祉
謀

申
請
方
法

印
鑑
持
参
の
上
、

年
金
係
へ

期

限

五
月
末
日
ま
で

計算の対象期間になりますが、その期間分的

年金額は、保険料を納めた場合の 3分の Iの

金額になります。

年金額を計算するときは

怒ら

免除された保険料分は10年までさかのぼって

追納できます。ただし、免除された当時の保

険料に一定の率を掛けた金額になります。訟掛
〕5
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新人です

よろしくお願いします

農
林
課

農
政
係
兼
農
業
振
興
係

竹

内

佳

生

川

総
務
課

財
政
係
兼
管
財
保

止
此
翠
+

a 

4
月
1
日
付

町
職
員
の
人
事
異
動

4
月

l
日
付
で
、
町
峨
只
何
人
事

典
動
的
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
(

)
は
前
職
。

な
お
、
総
合
相
祉
施
設
控
除
対
策

室
を
廃
止
し
、
本
池
訟
の
平
成

9
年

4
月
開
設
に
向
け
た
総
合
福
祉
施
設

開
設
準
備
室
を
新
設
し
て
開
設
運
営

削
備
に
あ
た
り
ま
す
。

マ
町
民
福
祉
課

課
長
補
佐

(
総
務
謀
長
補
佐
)

吉

村

教

聖

人

γ
金
保
育
所
長

(
保
母
)舘

野

道

手

保
健
指
導
係

(新
採
用
)天

野
ち
あ
き

マ
総
合
福
祉
施
設
開
設
準
備
室

室
長
兼
務
(
企
画
調
整
課
長
兼
総
合

一制
祉
施
設
建
設
対
策
室
長
)

川

島

紀

邦

次
長
兼
務

(
経
済
部
水
道
部
主
幹
兼

水
道
係
長
)

木

島

武

雄

総
合
一仙
祉
施
政
刷
設
単
倒
係
長
庶
務

(
企
画
関
税
係
長
兼
総
合
紹
祉
施

設
建
設
対
策
係
長
)
外

崎

秀

人

守
総
務
課

財
政
係
兼
官
財
係

(新
線
用
)

溢

漂

篤

憲

@
総
務
部

守
企
画
調
登
課

謀
長
補
佐

(
経
済
部
水
道
諜
主
幹
兼

水
道
係
長
)

木

島

武

雄

附
査
係
兼
企
画
制
盤
係

(
国
保
病
院

医
事
係
)

遠

藤

崇

子

企
画
調
整
係
兼
住

民

運

動

交

通

安

全

係

(
住
民
運
動

・
交
通
安
全
係

兼
調
査
係
兼
企
画
制
強
係
)

白
山

晋

地
域
安
流
活
動

a・干

国
保
病
院

医
事
係

篤
憲
同

宮
崎

吉
広
州

e 

E 

@
経
済
部

守
農
林
課

課
長

(
農
林
謀
長
補
佐
)稲

鉛

昭

範

課
長
補
佐
知
県
政
係
長

(
山
林
融
主

仙

W
兼
州
民
政
係
長
)

高

畑

秀

樹

民
政
係
兼
牒
業
振
興
係

(新
採
用
)

竹

内

佳

生

マ
水
道
謀

水
道
係
長
兼
務

(
水
道
課
長
)

渡

辺

茂

木
道
係

(
仰

7
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
研

修
派
遣
)

伊

藤

靖

徳

。
国
保
病
院

外
科
医
長

(新
掠
用
)
八
十
島
孝
博

医
事
係
(
新
採
用
)

宮

崎

吉

広

介
級
相
祉
士

(新
採
用
)垣

本
長
沼

恭
子猛

O
桧
山
広
域
行
政
組
合
今
金
消
防
署

署
長

(
同
署
次
長
)

小

池

勝

利

の
拠
点

昨
年
、
銀
封
地
区

で

極

泉

ポ

リ

ン
グ
を
進
的
、

日
月
に
待
望
的
温
泉

が
初
出
し
ま
し
た
。

そ
の
良
質
主
山
川山
肌
を
有
効
祈
則
し
、

地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
、
健

肢
と
連
情
的
基
制
服
づ
く
り
を
行
い
、

将
米
、
今
金
町
内
観
光
事
業
、
都
市

と
山
村
と
の
交
流
卒
業
を
舷
と
し
た

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
交
流

促
進
セ

ン
タ
ー
を
処
築
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
.

こ
の
施
設
は
、
延
床
面
椴

8
4
7

9
8
6
M
で
事
業
技
4
憶

5
千
万
、

本
年
日
月
末
の
完
成
予
定
で
す
。

地
域
住
民
的
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

と
健

康
づ
く
り
の
拠
い
け
と
し
て
大
き
な
役

訓
を
栄
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

• • 
国
保
病
院

介
護
福
祉
士垣

本

猛
世田

0
3
月
羽

田
付
退
職

久
保
田
庄
一

(
脱
林
課
長
)

芳

賀

鈴

夫

(
今
金
消
防
岩
民
)

石

川

浩

市

(国
保
病
院
薬
局
長
)

八侍事庁
+そ外
島i科
孝医
博長
先着
生任
(3的

八
十
島
先
生
は
平
成

7
年
3
月
に

札
悦
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

(外
科
学
第

一
間
座
)
を
非
業
し
て

町
国
保
病
院
外
科
医
長
と
し
て

4
月

か
ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ー、
、

、‘、‘‘

施
設
の
概
要

1
 

6
 

〔

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ト
造
り
で
官
理

棟

(
4
5

3

9

8

6
耐
)
と
浴
場

械

(
3
5
6
0
4
M
)
を
渡
り

ロ
ー

カ

(
3

7

6

4町
)
で
結
ぴ
、

外
観

は
オ
ラ
ン
ダ
風
円
建
物
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。

研
修
や
交
流
の
場
と
主
る
和
室

2

室
、
浴
場
に
は
サ
ウ
ナ
、

ジ
ャ
グ
ジ

ー
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の
利

用
が
凡
込
ま
れ
ま
す
。

温泉の泉質など

。泉 質

口泉 ;星

。適 応 症

布l'級M、筋肉摘、附節編、五十肩.五五[i}J麻癖、関節の

こわばり 、 うちみ、くじさ、世性消化器+病、 痔疾、冷

え性、病後l副i¥[JijJ、疲労回復、健!iliT(I進、慢性皮府柄、

J位性灼人病 きりき ず、 やけど 、 成 ~hJ 凡m

ナトリウムー塩化物強塩泉

45.11.主 (湧出:!.1121t/剛)

国
保
病
院

介
護
福
祉
士

長
沼

恭
子
側

川 野遠
島口藤

武
男
(国
保
病
院
事
務
次
長

陽
子

(
今
金
保
育
所
長
)

礼
子

(
看
護
主
任
)

も. 

"
愛
妓
県
の
生
ま
れ
故
郷
と
似
て

い
る
の
で
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。
。

と
今
金
町
の
第

一
印
象
を
。

先
生
は
消
化
排
外
科
専
門
で

「
乳

脱
、
甲
状
線
が
気
に
な
る
方
は
来
院

く
だ
さ
い
と
の
こ
と
U

ま
た
、
ガ
ン

の
研
究
も
さ
れ
て
い
る
そ
つ
で
す
。

趣
味
は
ア
イ
ス
ホ

y
ケ

1
、
野
球
.

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
ス
ポ
ツ
で

運
動
不
足
ぎ
み
な
の
で
体

を
鍛
え
、
ス
ノ

ポ

ド

に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と

笑
阪
で
跨

っ
て
く
れ
ま
し

た
。

〕7
 

〔



大
自
然
を
と
お
し

山
村
留
学
生
町
受
け
入
れ
を
始
め

て
6
年
目
を
迎
、
え
る
美
利
河
小
学
校

け入れ

美利河

小学校

て
体
験
学
習

(
立
島
昌
次
校
長
)
で
は
、
今
年
も

日
名
の
惚
学
生
を
迎
え
、

4
月

6
日

に
入
学
式

・
始
業
式
が
行
わ
れ
、
留

学
生
は
自
扶
笠
か
な
美
利
河
小
で
の

新
し
い
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
き

り
ま
し
た
。

今
年
の
留
学
生
は
昨
年
か
ら
の
継

続
留
学
と
な
る

5
名
を
含
む
日
名
で
、

道
外
出
身
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ス
キ
ー
授
業
や
川
で
の
遊
び
、
動

物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
た
山
村
留

学
な
ら
で
は
肉
体

験
学
習
が
始
ま
り

ま
し
た
。

六
年
生
に
な
っ
て

八
東
小

6
年

村
瀬
真
由
美
さん

私
は
、
六
年
生
に
な
っ
て
、

3
つ

の
目
標
を
、
立
て
ま
し
た
。

ー
つ
は
、
漢
字
の
匙
き
と
り
で
す
。

朱
美
さ
ん

大
和
町
側

今
春
、
栗
山
町
の
介
謎
福
祉
半
校

幸
卒
業
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

ク
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

!
と
し
て
勤
務
し
て

マ葉若

9
年
ぶ
り

地
元
か
ら
1
年
生

平
成

4
年
度
か
ら
地
元
町
子
供
が

ゼ
ロ
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い
山
村

留
学
制
度
を
継
続
し
て
き
た
英
利
河

小
学
校
に
待
望
の
地
元
か
ら
の

l
年

生
が
入
学
し
ま
し
た
。

入
学
し
た
の
は
美
利
河
で
酪
農
業

を
営
む
、
佐
藤
笠
き
ん
の

2
男

瑛

治
君
で
地
元
か
ら

9
年
ぶ
り
の

1
年

生
と
な
り
ま
し
た
。

立
島
校
長
か
ら

n
毎
日
元
気
に
通

っ
て
く
だ
さ
い
H

と
激
励
さ
れ
、
元

気
に
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

学年 児童名 性!I里昌 t果 瞳者 住所

3 大村 信女 宮越ー貴 静岡県静岡市大在4582-1

4 大木智理 男宮越夫 名古屋市天白区植田踊ノ巣11-212

4 山下軒記 男宗埠久干 神奈川県逗子市池子3-13一回

4 田村桂畏 主 宗埠久子 神奈川県揖瀬市寺尾北1-12-14

4 工藤陽司 男広図髄 函館市末広町16-12

5 山口将生 男丸山良祐 沖縄県那覇市耳高比63

5 真鍋 聾 男 丸山良祐 香川県高松市鬼無町鬼無644-3

6 藤井 輯 男宗慢久子 東京都世回谷区若林1-8-25

6 I i耳目桂子 女宗龍久子 大阪府豊中市西皐丘l丁目11-5

6 曜戸ー希子 女 宮越夫 静岡県静岡市困町4丁目98-3

6 工藤英晃 女広回世 函館市末広町16-12

平成 7年度山村留学児童名• .、

い
ま
す
。

福
祉
関
係
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と

と
、
福
祉
が
こ
れ
か
ら
の
仕
事
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
介
護
福
祉
土
の
資

格
を
と
り
ま
し
た
。

ン
ョ

y
ピ
ン
グ
、
野
球
観
戦
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
趣
味
で
中
学
時
代
は

吹
奏
楽
部
(
ア
ル
ト
サ
ソ
ク
ス
)
で

活
躍
。「

毎
日
が
勉
強
だ
と
思

っ
て
、
少

し
で
も
お
年
寄
り
の
皆
き
ん
か
ら
、

安
心
し
て
待
っ
て
い
て
も
ら
え
る

か
親
切
の
お
届
け
屋
さ
ん
。
に
な
れ

れ
ば
己
と
元
気
に
明
る
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

答
え
が
、
ま
ち
が
っ
て
い
た
り
、
式

が
ま
ち
が
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

で
も
も
う
六
年
生
な
の
で
、
こ

の
目
標
、

3
つ
を
、
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
こ
の
目
標
、

3
つ
以
外

の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
、
が
ん
ば

っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
広
場
」

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

軍
小川
⑧
⑨
⑧
場

快
速
せ
た
な
号

バ
ス
停
増
設
の

お

知

ら

せ

快
速
せ
た
な
号
の
今
金
市
街
ハ
ス

停
が

4
月
日
目
か
ら
増
設
さ
れ
ま
し

た。
上
り
(
乗
車
の
み
)

今
金
役
場
前

(
代
替
パ
ス
停
と
問

機
)

午
前

6
時
叫
分

末
広
十
字
街
(
川
崎
商
庖
前
)

午
前

6
時
町
分

。
下
り
(
下
車
内
み
)

末
広
十

字

街

午

後

6
時
的
品
分

・
今

金

役

場

前

午

後

6
時
部
分

〈
函
館
パ
ス
鮒
北
柏
山
出
張
所
〉

2
4

5

4

3

4

 

印鑑登録証引替(切答)のお知らせ

平成 7年 6月 1日から印鑑登録制度が改正され、印鑑登録証(現在登録されている手帳式のもの)が

磁気カー ドに変更になりますので、新しい印鑑登録証への引替(無料)をお願いします。

〈喜l替(切替)期間〉

平成 7年 6月 1日~平成日年 5月31日 (2年間)

m この期間までに手続きがなければ、印鑑登録は

抹消となりますので、ご了承ください。

〈場所〉

役場町民福祉課住民係

〈お持ちいただくもの〉

.印鑑査録証

・受領印(登録印)

・引替の案内ハガキ(後日発送します。)

-本人を確認できるもの(身分証明書、免許証など本人の写真の張り付けてあるもの)

※代理的方が来られるときは、室長内ハガキの委任状に記入のうえ、登録印を押印してください。(代理人

の認め印と代理人の本人確認が出来るものをお持ちください。)

。登録証をなくしたとき 。登録印をな くLたとき、または登録印を変えるとき

いずれの場合も新規登録となります。手数料は無料です。

捺詳し〈は役場町民福祉諜住民係まで

証

畳髄号 日日日日日日 ・

録

舎金町畏

笠鑑EO 

む
被

@ 
• • 

;一一_.~~畿の戸イドルー----------
;砂由i主主払 昨0こ 『悶!

平成 5年 7月29日生まれ) ・ /"1、で i
ふTl由連和正丸、，鵠判長女 1111.1 ''''; ~ ‘ -

' お庖へ買い物へ行くと、お母さんの 司 ーー 必
‘マネをして、自分肉体ほどある買物カ ー、 fY!' 

ゴを手にとり庖内を歩き回り、お菓子 ->. .. 
。を次々とカゴにとるので、戻して歩く .-圃圃圃圃・・・・・~凹F
iのが大変。明るく紫直に育って欲しい 劃圃圃圃.... - ~ ，: 

i 思っています。 圃圃・・・圃量毘~

i時総 司郷司 jれ

;伊耽141Tf!?;71J!?づ
‘，'#'，...;，l . - も， '.JJ.- 一 一一 。，

jwvjdlgiii?Zfi:;:;;::;:; 
~ー メ O' :~剖 がもてるようになって欲しい。 1

句

協
和
へ
し
淑
り
に
蜘
ゆ
る
税
阪
炉

蝉
脱
に
酌
さ
ぬ
手
艇
や
戦
勝
し

較
般
の
事
訴
に
砂
ち
て
ゆ
く
師
し

較
能
町
、
一
慌
の
鵬
と
く
と
く
と

苧
叩
訟
を
艇
り
臨
帝
く
わ
舟
釈
臨

尉
聡
に
除
く
ぬ
く
も
り
や
臨
刊
す

鮮
に
た
り
の
益
料
た
し
軒
を
L
い
す

:¥& 
本

京
子

今
村
由
井
子

斉
藤

み
ち

狭
間
+
紀
夫

戸杉
津本

あ
L、

慶
利〈

俳

f手
藤

翠
女

〕自〔

利別俳句会

〕日〔



国

保

病

院

か

ら

の

お

願

い

国
保
病
院
で
は
、
入
院
忠
者
さ
ん

の
清
拭
な
ど
に
使
用
す
る
綿
製
品
か

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
余
っ
て
い
る
も
の
、
ま

た
使
用
済
で
不
要
と
な
っ
て
い
る

綿
製
の

H

パ
ス
タ
オ
ル

・
タ
オ
ル

・

ン
ャ
ツ
u

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

寄
贈
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

京
連
絡
先

国
保
病
院
庶
務
係

官

2

0

2

2

1

年
金
相
談
日
の

お

知

ら

せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

戸】一言

1

、

と

き

5
月
お
日
(
木
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
貝
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
1
名

〈
岡
民
福
祉
課
年
金
係
〉

5
月
1
日
1
6月
初
日
は

林
野
火
災
予
防
実
施
期
間

林
野
火
災
は
、

5
月
か
ら
6
月
に

か
け
て

一
番
多
く
発
生
し
ま
す
。

横診を受けて明るい健康づくり

5月みんなの健

魚
釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入
山

さ
れ
る
と
き
は
、
タ
バ
コ
内
ポ
イ
捨

て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

下
、
。

ー
し5

月
刊
目

i
初
日
は
強
化
期
間
と

な
り
ま
す
が
特
に

5
月
刊
日
は
町

の
山
火
記
念
日
(
日
進
大
火
の
日
)

で
す
。
無
煙
日
と
し
て
火
入
れ
は

一

切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
願

い
ま
す
。

な
お
、
焼
畑
、
地
ご
し
ら
え
等
で

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場
内
許

可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま
で
申
結

願
い
ま
す
。

〈民
林
課
林
務
係
〉

行
政
相
談
委
員
に

生
亀
き
よ
え
さ
ん
再
任

行
政
相
談
委
員
に
生
亀
き
よ
え
さ

ん
が
4
月
1
日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

5
月
幻
日

i
U
目
は
「
春
め

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
住
民
の
皆

き
ん
か
ら
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
、
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
毎
日
内
幕
ら
し
の
中
で
、
役
所

や
公
団
な
ど
が
行

っ
て
い
る
仕
事
に

つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
、
納
得
で

き
な
い
こ
と
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
な

ど
の
意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

i
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
1

0
行
政
相
談
員
生
屯
き
よ
え
さ
ん

，e • 

項 目 対象 者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 惜 考 お知らせ

l日旧) 営業者健診

8日開
畳付 老人福祉

16日同

① 一般相談 生 住 民 15日開 全 地 区
10∞-12: 00 センター

保健指導 ・健康相談 17日刷

22日明) 春の命生指導日

29日間) 22日開)

② 股関節脱臼健診 生後 4ヶ月児 9日制 13 :凹-14:凹 " 
今金

股関節X線撮Ji
予附妾種

保 健 所 ?べ附加反応検査

③ 乳児相談 生後3、6、9十月児 11日開
受付

H 
町 民 保健指導 ・健康相談 ・身体計 24日同下地区

10: 00-10 : 30 センタ 測 30日同市街地

④ l歳61月児健診 生後l歳7、81月児 " 
受付

" 
尿検査・身体計測・医師診察・ 31日嗣上地区

" 13 凹-13:15 歯手41旨導・保健指導・栄甚指導 BCG 

⑤ 乳児健診
生後 4、 7、

18日開
受付 身体計測・医師診車歯手村旨 26日圃下地区

" " 10 、 12ヶ月児 13 : 0日-13:15 導栄養指導 ・保健指導 ( 6月)

⑥ 妊婦健診 妊婦の方 23日同
受付

" 
今金町 尿検査 ・歯手ヰ指導・保健指導 1日岡市街地

13 叩-13:3C 国保病院 医師診察(有料) 2日幽D 也区

⑦輯医地区
全 住 民 25日開且又H川

" 
町民

眼科
詳しくは保護者

巡回診療 14: 20-14 : 50 センター 通知いたします

(町民福祉課衛生時国保評)

曙
町

宮
2

0

7

6

0

「
行
政
苦
情
1
1
0
番
L

は
、
函
館

宮

0
1
3
8
l
u
l
l
-
o
o
番

〈
函
館
行
政
政
察
分
室
〉

自
衛
官
採
用
試
験
の

お

知

ら

せ

官
採
用
予
定
日

官
受
験
資
格

採
用
予
定
日
の

1
日
現
在
同
歳
以

上
幻
歳
未
満
め
男
子

古
受
付
則
間

4
月
1
日
1

5
月
幻
日

古
試
験
日

5
月
お
日
(
日
)

古

試

験

地

函

館

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
函
館
地
方
連

絡
部
今
金
募
集
事
務
所

2
2

0

2

5

8

 

7
月
下
旬

平
成

7
年
度
調
理
師

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

1
、
試
験
日
時

平
成
7
年
8
月
別
日
附

午
後
1
時
初
分
1

3
時
初
分

2

、

試

験

場

所

函

館

市

3
、
試
験
願
書
受
付
期
間

。
提
出
先

平
成

7
年
6
月

1
目
的
1

7
目
的

今
金
保
健
所
(土
限
、
日
限
除
く
)

4
、
受
験
手
数
料

5
、
9
0
0
阿

5
、
受
験
願
啓
配
置
場
所

今
金
保
健
所
(
君
。
l
h
L
M
J
P
1
5
1
)

・問
そ
の
他
、
詳
し
く
は
今
金
保
健
所

-.l;-:-.s住霊~JF~・・

勝
脱
炎
に

争
急
性
勝
脱
炎
の
原
因

勝
腕
炎
は
、
た
い
て
い
細
菌
感
染

に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
尿
は
栄
養

十
分
で
あ
た
た
か
く
、
細
菌
の
よ
い

培
養
液
で
す
の
で
、
ト
イ
レ
を
が
ま

ん
し
て
長
時
間
た
め
て
い
る
と
、
ど

ん
ど
ん
細
菌
が
繁
殖
し
、
勝
脱
炎
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
が
大
使
町

あ
と
で
お
尻
を
後
ろ
か
ら
前
に
向
か

っ
て
ふ
い
た
り
、
性
行
為
の
と
き
に

汚
れ
た
指
で
さ
わ
る
な
ど
し
て
、
外

陰
部
が
不
潔
に
な
る
と
勝
腕
炎
を
お

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

争
急
性
膝
枕
炎
の
症
状

勝
脱
炎
の

3
大
症
状
は
頻
尿
、
排

尿
痛
、
尿
の
混
濁
で
す
。
ほ
か
に
排

尿
時
以
外
に
も
下
腹
部
が
か
す
か
に

痛
む
(
勝
脱
部
不
快
感
)
な
ど
の
症

状
の
で
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
熱

は
絶
対
に
で
ま
せ
ん
。
勝
脱
炎
の
症

状
が
あ
っ
て
高
い
熱
が
で
た
と
き
は

急
性
腎
孟
腎
炎
と
い
う
病
気
で
す
。

争
急
性
膝
枕
炎
の
治
療

治
療
は
抗
生
物
質
を
投
与
し
ま
す
。

服
薬
す
る
と
症
状
は

2
、
3
日
ほ
ど

で
消
え
る
の
で
す
が
、
そ
こ
で
薬
を

〕日1
 

〔

社会福祉協議会だより
7 4. 10 

※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

〈札 幌市〉 中里老人クラブ

高 橋 正 彦 小百合保育園

手稲 」 の 実寮 和 田 此希男

〈函 館市〉 今 金 町 民 合 唱 団

岸 波 金 弥 回 中 幸 干

佐 藤 勇 治 種 111 婦 人 会

く大成 町〉 神丘老人クラブ

高 橋 議士 子 平日 工 建 設

田 中 静 子 日 野 ス 卜 ア

〈北櫓山町〉 士二 る ま 寿 司

道 高 むつ子 住吉 淳 、かおり

檎山北高校合唱部 飯 田 泰 硲

〈今金町〉 白 山 日召 f乍

大 倉 行 雄 岡 本 畠 明

婦人団体連絡協議会

予
防
課
普
及
係
ま
で

自
動
車
税
の
納
期
限
は

5
月
引
日
で
す

自
動
車
税
は
毎
年
納
め
て
い
た
だ

く
税
金
で
す
。
納
期
内
納
税
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

合
納
め
て
い
た
だ
く
方
は

4
月
1
日
現
在
で
、
陸
連
支
局
に

登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者

で
す
。
な
お
、
ロ
ン
で
購
入
し
た

場
合
主
ど
で
所
有
権
が
売
主
に
あ
る

と
き
は
、
買
王
で
あ
る
使
用
者
で
す
。

古
納
税
通
知
書
は

5
月
ロ
日
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

凶
日
頃
に
な
っ
て
も
到
着
し
な
い
場

合
は
、
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

• • 
時Ht:f!こ~ç'J:lI生;吾

な
ら
な
い
た
め
に

や
め
る
と
、
残
っ

た
細
菌
が
ま
た
勢

い
を
も
り
返
し
て

繁
殖
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、

病
気
を
完
全
に
治

す
に
は
、
最
低
1

週
間
は
く
す
り
を

飲
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水

で
務
ま
っ
た
尿
は
細
菌
が
繁
殖
し
に

く
く
な
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
頻
繁
に

排
尿
す
れ
ば
細
菌
を
洗
い
流
す
こ
と

※
詳
し
く
は
、
楠
山
支
庁
税
務
課
徴

収
係
ま
で

世
0
1
3
9
5
2
1
0
1
0

け
ん
銃
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

け
ん
銃
に
対
す
る
厳
し
い
規
制
が
、

日
本
の
安
全
な
社
会
を
支
え
て
き
ま

し
た
。し

か
し
、
最
近
は
、
け
ん
銃
を
使

用
し
た
凶
悪
な
事
件
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
暴
力
団
以
外
的
者
か

ら
の
押
収
が
附
加
し
て
お
り
、
け
ん

銃
が
拡
散
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て

生
活
で
き
る
相
会
を
守
る
た
め
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
北
鮒
山
警
察
署

2
4

5

2

2

1
〉

。08
が
で
き
ま
す
の
で
、
水
な
り
お
茶
な

り
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
、
ど
ん
ど
ん

ト
イ
レ
に
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
で
す
。

同
同
じ
M

閉
ま
し
T
新
保
健
婦
で
す

天

野

ち

あ

き
さん

側

町
の
保
健
婦
と
し
て
、

か
ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。

天
野
ぷ
は
今
春
、
道
立
衛
生
学
院

を
卒
業
。
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
、
ビ
デ

オ
鑑
賞
で
今
後
は
ス
キ
に
力
を
入

れ
た
い
と
の
こ
と
。
「
気
軽
に
声
を
か

け
て
も
ら
え
る
よ
、
つ
な
保
健
婦
に
な

り
た
い
。
L

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

4
月
1
日

〕-1
 

〔
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(前月対比)

( -96) 

( -55) 

( -41) 

( -18) 

民の

3月末現在

7，355人

3，541人

3，814人

2，534世帯

令や令

口

数男
女
叶
巾

人

世

公②0221

E④5011 

2⑦3021 

2②0221 

2 ④5011 

2④5321 

g②0324 

5月の休日当番匿
今金町国保病院 (今金)

道南ロイヤノレ病院 (北槍山)

稲崎医院 (瀬棚)

今金町国保病院 (今金)

i直南ロイヤノレ病院 (北槍山)

北柑山町国保病院 (北袷山)

沼田医院 (今金)

3日

4日

5日

7日

14日

21日

28日

彦 )高柴町

IQIおたんじようおめでとう

414F1 3月15日(保護者舟

w¥ 3月29日(保護者英紀男)緑

aa'>.. 4月 1日(保護者成

よ今 すけ

嬰イ右、 4月6日(保趨者立

川原

明きらき5クラフwのご案内

気軽に相談ください!

見学大歓迎ですY 町

回I

孝俊九(下稲瞳)ニ小松のよ子さんは楠山町)

惇さん(南町)=鈴木かおり きん(北楠山町)

和正三(旭町)ニ橋川 陽子札(末広町)

宏)日英町

友 )本

武森

固 いつまでもお Lあわせに

予長官守藤

劣住吉

%中村

小西

秋元

園おくやみもう Lあげます

本塚ゆかり九 3月27日 29歳下dyZ 
E村柴吉弘 3月28日 70i誕 昭和町

須藤スミさん 3月30日 87歳 大和町

高倉トメ九 4月11日 84歳 緑町

三 島慎重九 4月16日 87歳 八鈴

;!f 4月18日受付分まで記縦

• 

1
 

2
 

1
 

〔

官食事をしたがらない 官偏食がはげしい

官排せつがまだ自立していない 肯言築がでな

い 肯発音がは っきりしない 官乱暴な行為が

多い 官遊ばないでジ y としている 世一人遊

びばかりしている 古怒りっぽい 肯こだわり

が強い 肯身体に7 ヒがある 肯発育が遅い

官どもる 古ひきつけカずある

等の悩みや ホ問題だなァ

ませんか。

検きらきらクラブ。は小さなお子さんのも っている

様々な問題や悩みをできるだけ早〈解消し、1lI!1ll!で

情操泣かに、生活の基本的習慣を身につけることを

目的とした"ifJ:"と、子。が共に通園するクラブで

す。

と思われることがあり

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場
制
②
O
T
-
-
番

• 

ー
花
石
小
学
校
前
1

花
石
小
学
校
前
の
国
道

2
3
0
号

線
に
押
ボ
タ
ン
式
的
信
号
機
が
新
設

さ
れ
、

4
月
刊
日
に
花
石
小
学
校
児

童
に
よ
り
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し

た
。北

格
山
警
察
署
員
の
指
導
の
あ
と
、

子
供
た
ち
が
元
気
に
わ
た
り
、
地
域

の
方
も

n
国
道
を
横
断
し
て
登
下
校

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
で
安
心
で
す
u

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

クラブの概要

対象者上記の ような悩みを持つ親と 子 ども。

子 どもは 2歳位から学齢まで。

実施場所今金幼稚園教室

指導体制j...:(!J-任指導員 l名、臨時指導員 1名、施

設管理者 1名

問い合わせ先 申し込み

今金保健所保健婦 (fi2-0251)、役場町民福祉

課初制係か保健婦 (宮 2-0111)

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


